
現在、当院のコロナ対策やトピックスなどを Facebook や Instagram で発信する取り

組みを行っています。そのうちのいくつかを紹介いたします。お時間がございましたらぜ

ひ〝小樽協会病院〟SNS へのアクセスをよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像診断科より 
ドラマ「ラジエーションハウスⅡ」も始まり診療放射
線技師の仕事にも注目が集まる中、新型コロナウイル
スの診断にはレントゲン写真や CT 検査は不可欠で
す。ただし、これらの検査を行う際は一般の患者様と
決して交わらない様、検査時間をずらす、検査後は清
掃消毒換気を徹底して行うなど、感染予防に十分配慮
しながら行っています。これからますます寒くなって
いきますが気を緩めることなくみんなで感染予防に努
めましょう。 
 

リハビリテーション科より 
行動制限やワクチンの普及によって感染者数は減少

傾向にあるものの、私達のライフスタイルや業務変化
は感染拡大防止策の一環として継続を余儀なくされて
います。今も入院患者様のリハビリは原則ベッドサイ
ドで行いながら、外来患者様との接触を極力避けるこ
とや、ソーシャルディスタンスや飛沫防止策の徹底。
あるいは、スタッフの移動についても、ベッドサイド
への移動導線を確保しながら、第６波が来ないことを
祈る今日この頃です 

臨床検査科より 
今年 4 月から稼働している当院の PCR 装置です。 
コロナウイルス感染症の流行により、ほとんどの方が聞
き馴染みのある PCR 検査ですが、Polymerase Chain 
Reaction（ポリメラーゼ連鎖反応）の頭文字をとって
PCR と呼ばれている検査です。小樽市内の医療機関で唯
一、ウイルス量の把握（CT 値）までが出来る装置となり
ます。 
 この検査は遺伝子を倍々に増やす工程を 40 回繰り返
す事で 1,099,511,628,000 倍（１兆）まで増幅し、
ウイルス遺伝子の有無を調べる非常に鋭敏な検査です。 
当院は 10 月までの半年間で、2500 件を超える検査を
実施しております。 
 

住吉神社の花手水です。季節ごとにやっているようで
す。とっても綺麗でした。たまたま散歩をしていて出会
えました。まだまだ小樽の穴場はありそうですね。 

 

https://www.facebook.com/456985141092951/photos/pcb.3224491861008918/3224490611009043/?type=3&__tn__=HH-R&eid=ARDenzASR6LXgFwjXG6uppOZTRrtSZmIUIamgXmXPwkLwu2isaKfr0cAuW6Qgv-h64AHiLg1s2gBwAu-&__xts__%5b0%5d=68.ARAaRMeZbBiQmSUn5x2la7IVrINcmJlVaLDYfhn4wnbF4h7HFTe0E-mWInU5fe2wPl1sPk6mVdQcCikG0NRAKMJtxTpz34i49elEna0UYiCmy0JgLAyxG5GbZOPGl2klINBHSoB6Dr-ActRr1rQqt936n8XOWEqYSNnuUi5laNAk5BRZBtgWXnCU1-szmxfdIqrAB1jcifPIkrcf0I4GoGUCv0CwEwsCuA5RdJGWShryhnwE7WawNuu_E-YCtXbBs8PkM8fVLvM9cGaMuvpKiC_nrV4bUhpd470Vnsq8HDA5cdlujDPh
https://www.facebook.com/456985141092951/photos/pcb.3224491861008918/3224490611009043/?type=3&__tn__=HH-R&eid=ARDenzASR6LXgFwjXG6uppOZTRrtSZmIUIamgXmXPwkLwu2isaKfr0cAuW6Qgv-h64AHiLg1s2gBwAu-&__xts__%5B0%5D=68.ARAaRMeZbBiQmSUn5x2la7IVrINcmJlVaLDYfhn4wnbF4h7HFTe0E-mWInU5fe2wPl1sPk6mVdQcCikG0NRAKMJtxTpz34i49elEna0UYiCmy0JgLAyxG5GbZOPGl2klINBHSoB6Dr-ActRr1rQqt936n8XOWEqYSNnuUi5laNAk5BRZBtgWXnCU1-szmxfdIqrAB1jcifPIkrcf0I4GoGUCv0CwEwsCuA5RdJGWShryhnwE7WawNuu_E-YCtXbBs8PkM8fVLvM9cGaMuvpKiC_nrV4bUhpd470Vnsq8HDA5cdlujDPh5g
https://www.facebook.com/456985141092951/photos/pcb.3224491861008918/3224490611009043/?type=3&__tn__=HH-R&eid=ARDenzASR6LXgFwjXG6uppOZTRrtSZmIUIamgXmXPwkLwu2isaKfr0cAuW6Qgv-h64AHiLg1s2gBwAu-&__xts__%5B0%5D=68.ARAaRMeZbBiQmSUn5x2la7IVrINcmJlVaLDYfhn4wnbF4h7HFTe0E-mWInU5fe2wPl1sPk6mVdQcCikG0NRAKMJtxTpz34i49elEna0UYiCmy0JgLAyxG5GbZOPGl2klINBHSoB6Dr-ActRr1rQqt936n8XOWEqYSNnuUi5laNAk5BRZBtgWXnCU1-szmxfdIqrAB1jcifPIkrcf0I4GoGUCv0CwEwsCuA5RdJGWShryhnwE7WawNuu_E-YCtXbBs8PkM8fVLvM9cGaMuvpKiC_nrV4bUhpd470Vnsq8HDA5cdlujDPh5g
https://www.facebook.com/456985141092951/photos/pcb.3285976794860424/3285976608193776/?type=3&__tn__=HH-R&eid=ARDUAZAb7YSXTdiLLMLKo3aVk5oy3CIEzvgkF5nOhGbYcExenaP8Zl3e4DK2I2KU3cJgVz-bUWRfF3dS&__xts__%5b0%5d=68.ARDm4dmHCynr_MAXNcR4i-81j4OCdwt0qqzeW0QrcS3tt4n6PzrTbLaWisaZzdhJpGW1ltf4w6vUIDcgLfyHly_8FTGRliaKozqJGP4vTlu8eR7phzbfu7dlRavZRVRgGNmz7FJSjgWPFR6x1873c5eOGyeQiPjNXsBJ94lP05VXcgZRnqqTWJkDUXyE_UoIArYOjcLP1DoBcZNOthPYUuLOob60DJFlEwwkvhT_4QI4gc9OoBBnD3YeOVnipz2s3k9H6g6u3Tae-3P0oMFhCOYADXeU5iY4mi9jOvqMAi2-bgaU
https://www.facebook.com/456985141092951/photos/pcb.3335144426610327/3335142719943831/?type=3&__tn__=HH-R&eid=ARADTWTFd775kPFKRsP5sz4pFOxMA8jxDNoBKLaSczWd3FvJley5wbpiZH-upje41cthzR8y6vTYNfMy&__xts__%5b0%5d=68.ARBEo9mL34SMnmT0Q2FXtpXakIizxzd3vnpee9ns4iviVRLGWECfNuqd5aRw64vpwwn6omoJ2KAMj78YWpNDrO63Bg0ZQjjNuhjFSvI0BvahxJcRwjepepFNTu66gI-8B14y1BWgTVf031PcHUrojGJ5bKoJDjicyYnVdXXgDSrqArWIA-2st-Zr_lcYR52UgN0DrLGQ0O9NWX-wWnBbp3eqRL4zagXKNmsO-097S8XJXoke6pzJV_xe3GFiZtleKp6Dp_FC53RiU1H2zbZDqdGq7jY-gwuBUB3Iss8x3WQqFtSn
https://www.facebook.com/456985141092951/photos/pcb.3305594036232033/3305592679565502/?type=3&__tn__=HH-R&eid=ARC6Q81lfBWJZA_mdlE71YLw_pGCDnTKxR4lwQHJq-QFHfbXS2VAXfBUjv41-89Z3g3VU1muDzMZco5r&__xts__%5b0%5d=68.ARCGiWerZef2fnh3WvMhRO7ifEAgpAJtWcMOFi-O1xKmkHiQHPPgdQEV1IH74Jp_gpjashYJEHfihMRgzCg8pKLqIaLrpl5F7ZBP-HzdTXOJpmcUOwIk-QMOTY3C7rYk1ArtQ56Uhz-Nv3mLMnL05GpQxViStyojWTdl3CZFktxchppp__OFSKUV1MkjgENmJWFdLddPNiNsa-pTyQzSXnkTI4DsIKNMRAEzX3iGnDd1j6tONnPOskRc69czjkd7Z-WXw0xvUg0J4u3hmIJWKo2K-W7H6iNYylEgjJELg8g6fDpx
https://www.facebook.com/456985141092951/photos/pcb.3233293710128733/3233292246795546/?type=3&__tn__=HH-R&eid=ARCwIJXNbEqMimoMvq30bnwECV_Vak4ZP5-ph6nSiWsdMLsjiR6WXzY7S00jYY9xEnGXDx9HeijVTj5Y&__xts__%5b0%5d=68.ARCqAGmE4S1uamtu916shBC3j-QYlO82DvTL2dxSdPM5DVddCxEIi6anzQ1cElUjNPrVeDlielWVmRY5eRi4LnNDq-8MiaUjHomp-raQy9mxRmqAG8FPbDJtencor9eQ3bE8PxlB4WjxSTIQVO-Wj_4SBCvBn0jI0Iadr0zapHFPgjPQ4S_BLJllFPakGK1tRdfaAfD0ajMmpI9_mXrWdhjBBFrSEcShONlAvpI8pqDvS2_YkUuUf3QQ3aPyoXTMrc0iEdOehbgQUfIzHdANBd1kR5LcYWJRuTSMhxzhz8Lf0IvO
https://www.facebook.com/456985141092951/photos/pcb.3233293710128733/3233291956795575/?type=3&__tn__=HH-R&eid=ARDryYWZn6bgogZ5AyPllrx8seYjetCzZvFu3SZSIKYPdhofsaCPvaczep5O5aJcCexDYjY9lPn2eoRL&__xts__%5b0%5d=68.ARCqAGmE4S1uamtu916shBC3j-QYlO82DvTL2dxSdPM5DVddCxEIi6anzQ1cElUjNPrVeDlielWVmRY5eRi4LnNDq-8MiaUjHomp-raQy9mxRmqAG8FPbDJtencor9eQ3bE8PxlB4WjxSTIQVO-Wj_4SBCvBn0jI0Iadr0zapHFPgjPQ4S_BLJllFPakGK1tRdfaAfD0ajMmpI9_mXrWdhjBBFrSEcShONlAvpI8pqDvS2_YkUuUf3QQ3aPyoXTMrc0iEdOehbgQUfIzHdANBd1kR5LcYWJRuTSMhxzhz8Lf0IvO


        

 

 本間内科医院 院長 澤田香織 

本間内科医院の澤田香織です。協会病院には日頃より、地域連携室を通じたスムーズな

連携、ドクター To ドクターの緊急対応に心から感謝しております。 

 

 皆さんは、協会病院の管理栄養士さんが病院から一般のクリニッ

クに出張し、栄養指導してくださっていることをご存じでしたか？

実は、当院に管理栄養士 室田里恵先生が、毎週1回午前中にいら

してくださっております。当院の患者さんの3/4以上は生活習慣病

を複数お持ちです。管理栄養士さんの存在は重要とわかっていて

も、小さなクリニックではなかなか採用することは難しいです。そ

んなとき令和2年10月61号｢つゆくさ｣に紹介されていた、室田先

生の地域に出るというご活動を目にしました。地域連携室を通じて、翌日すぐにお願いし

ましたところ、快く引き受けてくださいました。同じ診療室の一角で、患者さんに栄養指

導をしていただいております。ときおり、患者さんと里恵先生の力強い笑い声が聞こえて

くることがとても嬉しく心地いいです。また、次回まで余裕のない患者さんを、その場で

予約もなく、室田先生に｢むちゃぶり｣もあります。私と患者さんの対話もそれとなく聞い

てくださっていて、いつも笑顔で臨機応変に受けていただいております。 

 

 食事は習慣であり文化です。わかっていても変えることが出来ない

患者さん、変えたくない患者さん、そもそも食べることに関心のない

患者さん、それぞれにアセスメントして詳細な報告書をくださいま

す。診療の中では、なかなかゆっくり時間がとれない中、一方的にポ

イントだけを伝えたりしておりましたが、やはり対話の中で、気付く

ことのほうが主体的な行動に繋がると思います。飲酒、甘いジュース、こだわりの食品な

どの嗜好は気がつかないことも結構あります。糖尿病の患者さん

が三ツ矢サイダーを毎日飲んでいたとか。｢あんなに、甘い飲み

物はダメと言っていたのに、いつのまにこんな習慣が｣と報告書

を楽しみに拝見しております。病気が悪い状態だから栄養指導で

はなく、食べることに注意を向け、生活を振り返っていただく感

じでお願いしております。 

 

 病診連携の中で、病院に留まらず、地域に出て、ご指導いただけるなんて本当に素晴ら

しいです。今後のご活躍を期待しております。患者さんとっても協会病院に対する親和性

も高まり、貴院を紹介する際にもプラスになっておりますよ。きっと！ 

 

 

新しい病診連携 訪問栄養士さん、地域の中で活躍する 



  

 

平均寿命は医療技術の進歩や生活環境の変化によって伸び続け、日本は世界有数の長寿

大国となりました。しかし、平均寿命と健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限される

ことなく生活できる期間）との差は 10 歳以上の開きがあるといわれています。 

 健康寿命を延ばすために栄養管理は重要です。そして在宅高齢者における栄養管理はフ

レイルや低栄養状態に陥らせないためにさらに重要とされています。 

 高齢者が“可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続ける”

ためには、介護や支援が必要な状態や病気になる前に栄養面からの予防的対応も必要にな

ります。そのための仕組みが「在宅患者訪問栄養食事指導」と「診療所における外来栄養

食事指導」です。 

 

●「在宅患者訪問栄養食事指導」 

 在宅で生活する患者さんが、がんや摂取機能障害、低栄養状態などの指導条件に該当し

た場合、患者さん本人やその家族に対して、月 2 回まで管理栄養士が患者宅を訪問して栄

養指導を行うことが出来ます。栄養指導を行うにあたり、担当医師

の訪問指示書記載や担当ケアマネジャーのケアプラン作成が必要

になります。当院の患者さんでは、糖尿病のある方、高血圧や脂質

異常症等の方、その他、低栄養となっている退院患者さんなどが対

象となり、またこの制度では他院にかかっている患者さんへの訪問

栄養指導も可能となります。 

 

●「診療所における外来栄養食事指導」 

 管理栄養士が在籍していない医療機関を他の医療機関に在籍している

管理栄養士が訪問して行う栄養指導です。現在は市内の本間医院様など

からご依頼を頂き、当院の管理栄養士が栄養指導を行っていて、今後は

依頼を頂く医療機関を広げていく予定です。 

 比較的小さな診療所等においては管理栄養士を雇用することが現実的

ではない状況などもありますが、そこに通っている患者さんにも栄養管

理をすることで、多くの方がより長く住み慣れた地域で自分らしい暮ら

しを続けることができるようになると思われます。 

●「地域包括ケアシステム」 

 国は地域包括ケアシステムの構築を急いでいます。地域包括

ケアシステムでは地域で高齢者を支えていくことが求められ、

そのためには訪問看護、訪問リハビリテーション、訪問栄養指

導、訪問薬剤指導などの在宅医療がどうしても不可欠になりま

すので、当院でも在宅医療に積極的に取り組んでいく必要があ

ります。 

 

 

『訪問栄養指導』って？ 



 

 地域医療福祉連携室  谷澤 泰代 

 

2０２１年１０月８日 当院主催としては初の ZOOM ミーティン

グにて第１２回小樽病診連携カンファレンスを開催しました。 

（＊病院連携カンファレンスは、市内の在宅診療を行っている先生

方を中心に定期的に市内医療機関と連携して開催されております。） 

 

今回は、当院竹藪副院長の特別講演『終末期呼吸困難への対応』と題して非がん性呼吸

器疾患と終末期、緩和治療や症状緩和の薬物療法などについて講演がなされました。 

続いて梅ヶ枝内科眼科クリニック 吉田院長先生から『帰ると決めた日が吉日』という

テーマで事例報告がなされました。終末期の患者さんの退院調整について「準備に時間を

かけて退院のタイミングを逃すことが残念。準備不足でも走りながら調整も可能。終末期

の退院調整は柔軟に」とのお話に感銘を受けました。 

 

はじめての ZOOM ミーティング開催で、画面共有に

手間取い、途中で音声が途切れてしまうといったアクシ

デントもありましたが、無事１時間半のカンファレンス

を終えることができました。チャットの活用や音声問題

などまだまだ課題は残りましたが、今回の講演を参考に

していきたいと考えております。ご参加いただきました

皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

小樽協会病院では地域貢献活動の一環として、毎年春と秋の年 2

回、地域のごみ拾いボランティア活動を実施しています。今年もコロ

ナウイルス流行を考慮の上、少人数で複数班に分けたうえ、時間差を

つけて実施しています。10 月 30 日に実施したゴミ拾いは好天にも

恵まれ、病院を挟むように双葉高校から国道五号線までの区画清掃を

1 時間弱ほどかけて行いました。ペットボトルやたばこの吸いがらな

ど沢山のごみが回収されました。 

今回は病院の大規模停電作業と重なってしまった為、いつもよりも少ない参加人数でし

たが、院長はじめ各部署からの協力で

30 名余りの職員が参加し、今年最後の

ゴミ拾いボランティア活動を終える事

が出来ました。これからも清掃活動を

続けることで地域の皆様に少しでも貢

献できればと考えています。 

 

第１２回小樽病院連携カンファレンス』開催しました 

病院周辺のごみ拾いを行いました 
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抗がん剤治療を受けている患者さんのための「タオル帽子」などを手

作りし、医療機関に寄贈する活動をしているボランティア団体「ホット・

ハンドむろらん」様よりタオル帽子と乳房パッドをご寄贈頂きました。

「タオル帽子」は、肌触りや吸湿性が良く、縫い目が肌にあたらないよ

うな細かい気遣いもあり、洗濯も出来て衛生的に使えます。また男性が

かぶっても良いようなデザインのものもあります。「ホット・ハンドむ

ろらん」は「病気に負けず、前向きな気持ちになれるよう精神的なサポ

ートができたら」との思いで 2010 年に設立された団体です。医療機関に寄贈しているタ

オル帽子などは、熟練のボランティアの皆さんが一つ一つ手作りしていて、作り方の講習

会も開催しているそうです。ご寄贈頂いたタオル帽子と乳

房パッドは患者さんのお役に立つように大事に使わせて

頂きます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの流行により発令された緊急事態

宣言の終了をうけ、当院では安全に分娩できるよう感染対

策を行いながら立会い分娩を再開することとなりました。新型

コロナワクチンの接種が 2 回終了し、当院の外来で立会い分

娩のオリエンテーションをうけていただくことが条件となり

ます。詳しくは当院産婦人科外来までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

ホット・ハンドむろらん様から 

「タオル帽子・乳房パッド」のご寄贈を受けました 
 

  

立会い分娩再開のお知らせ 

  

編集後記  空気も冷たくなり、いよいよ雪の季節

がやってきます。今年の予想は大雪になりそうと、今

からため息が出てしまいますね。コロナが落ち着き

穏やかな年末年始が迎えられますよう、健康には気

を付けてお過ごしください 

 

 


